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県立病院法人（三病院共通）委員検証シート

１－１－３ 診療体制の充実

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院

H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項
自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

（１）患者動向や医療需要の変化

に即した診療体制の整備・充実

項目番号16

地域の医療機関、福祉施設をつ

なぐ架け橋として、患者やその家

族が安心して医療が受けられる

「地域に開かれた病院」としての

機能を果たす。そのため、「診療

連携部」「病診連携室」「連携パス

部」「なんでも相談室」の機能を

充実させ、患者動向や医療需要を

把握し、診療体制の整備・充実を

図る。

組織改編等

○新設

・総合診療科、小児腎臓内科、不整脈科、前立腺セ

ンター部、睡眠時無呼吸センター部、脊椎脊髄外科

センター部

○変更

・総合内科→内科

・母と子供医療センター→小児総合センター、新生

児医療センター、総合周産期母子医療センター

○病診連携室の強化

・専任師長１名、看護師２名、医療助手１名、非常

勤事務職２名（内１名は兼務）

・連携稼働

岐阜地域医療連携研究会（Ｈ２２．６）

岐阜県総合医療センターオープン病床クリニカ

ルミーティング（Ｈ２３．２）

・地域医療連携センター部を設置。病診連携部、退

院調整室、連携パス部で構成。

・登録医はＨ２３．２において、２９９施設、３９

３名となっている。

・開放型病床は、１００床あり、利用率も７５．１％

と年々向上した。

区分・年度 ２０ ２１ ２２

共同指導回数（月平均） 23.1 15.8 12.7

開放型利用率 71.4 72.6 75.1

Ⅲ （１）患者動向や医療需要の変化に

即した診療体制の整備・充実

項目番号15

患者動向や周辺医療機関の状況

などに応じ、地域医療支援病院とし

て医療資源の活用を図れるように

医療連携に関わる部署を統合整備

し、スタッフの充実と専用スペース

の確保を行う。

患者動向や医療需要の変化に即した診療体制の整
備・充実

・医療連携室を強化するため、医療サービス課内か

ら、東病棟２階（旧診療録管理室Ａ）へ移転し、

専用スペースを確保した。また、スタッフも従来

の５名から９名へ増強した。

Ⅲ （１）患者動向や医療需要の変化

に即した診療体制の整備・充実

項目番号15

病診連携機能を強化するととも

に、患者の動向や医療需要の変化

に即した診療体制の整備及び充実

を図る。

病診連携の強化として、開業医・診療所（下呂市

内15、中津川市2、ほか）からの初診・検査予約に

対応するため、予約受付を当院の総合サポートセン

ター（地域連携室）で行い、病院と開業医・診療所

との棲み分けを図った。

◆平成22年度に診療所からの事前予約により下呂

温泉病院へ来院した件数等

21年度 22年度

事前予約件数 1,137 件 1,098件

初診患者数 11,251 人 10,506件

予約割合 10.1% 10.5%

Ⅲ

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果

２ブロック：1-1-3 診療体制の充実～ 1-1-5 重点的に取り組む医療

資料２－５－２



- 2 -

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院

H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項
自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

（２）多様な専門職の積極的な活

用

項目番号17

高度な専門性を有する医師等職

員の外部からの登用にあたり、そ

の専門性に応じた処遇が可能と

なる人事給与制度を構築する。

また、定年を迎えた職員のうち、

質の高い医療の提供に寄与する

と認められる医師等医療従事者

を活用する再雇用制度を構築す

る。

・医師については年俸制による雇用制度を構築し、

高度な専門性を有する読影医（放射線診断科）及び

精神科医（精神科）を登用した。

・非常勤職員の再雇用制度を構築し、定年を迎えた

職員のうち、質の高い医療の提供に寄与すると認め

られる医師（麻酔科医）を再雇用した。

Ⅲ （２）多様な専門職の積極的な活用

項目番号16

高度な専門性を有する職員を外

部から登用するにあたり、その専門

性に適した処遇が可能となる人事

給与制度を構築する。さらに高度な

専門性を有する職員が定年を迎え

た場合の再雇用制度も構築する。そ

のため、平成２２年度は、当院と同

等規模病院の先進事例等を参考に、

当院独自の制度の構築を検討する。

多様な専門職の積極的な活用

・高度な専門性を有する職員を外部から登用、また

定年を迎えた高度な専門性を有する職員を再雇用

するため、人事給与関係の各種規程を整備した。

・平成２２年４月より夜間警備員として警察官OB

を３名採用し、警備・防犯体制を強化した。１０

月からは、昼間も常駐するようにさらに１名採用

し、２４時間体制で警備・防犯業務に就いており、

当院の診療行為を側面からサポートしている。

Ⅲ （２）多様な専門職の積極的な活

用

項目番号16

高度な専門性を有する職員を外

部から登用するにあたり、その専

門性に適した処遇が可能となる人

事給与制度の構築に向け検討を行

う。さらに高度な専門性を有する

職員が定年を迎えた場合の再雇用

制度も構築する。

Ｈ２２年４月に定年となった医師の再雇用にあた

り、現行の人事・給与関係規程を再確認し、処遇に

ついての新制度創設の必要性を検討し、この再雇用

に関しては現行規程で対応した。

平成２３年４月の掲載を目指すインターネットを

利用した医師の公募においては、処遇内容が重要に

なってくるが、現行規程による処遇を記載して公募

するに留まっていることから、年度計画を下回って

いるとした。

医師確保の観点から「年俸制」による雇用制度の

構築に向けて平成２３年度以降に検討を行ってい

く。

Ⅱ

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果
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県立病院法人（三病院共通）委員検証シート

１－１－４ 近隣医療機関等との役割分担・連携

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院

H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項
自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

（１）近隣の医療機関との役割分

担の明確化と連携強化による紹

介率・逆紹介率の向上

項目番号18

本院と地域の病院・診療所がそれ

ぞれの特性を生かしながら機能

分担し、患者が病状に即した医療

を受診できるよう地域全体で協

力し、ケアしていくため、地域の

医療機関との連携及び協力体制

の更なる充実を図るとともに、

「地域医療支援病院」として、紹

介率（５０％以上）、逆紹介率（７

０％以上）の安定的な維持をめざ

す。

・近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携強化

による紹介率・逆紹介率は年度計画を達成し、地域

医療支援病院として、地域医療の中核機能を果たし

た。

・紹介率･逆紹介率の推移

年度 紹介率 逆紹介率

H22 61.5％ 73.4％

H21 59.5％ 72.8％

H20 56.1％ 72.1％

・地域医療推進協議会の開催

当院の地域医療の現状と医療連携に係る問題点

等について意見交換を実施した。

第1回：平成22年8月 9日

第2回：平成23年1月17日

Ⅳ （１）近隣の医療機関との役割分担

の明確化と連携強化による紹

介率・逆紹介率の向上

項目番号17

二次医療病院にふさわしい紹介

率、逆紹介率の維持、向上に努める。

また、開放病床利用の促進のため、

近隣医療機関との一層の連携を図

る。

年４回開催予定の地域医療連携

推進協議会等を通じ、各医師会へ地

域の医療機関としての機能分担に

ついて周知する等、連携強化に取り

組み、紹介率については５５％以

上、逆紹介率については７０％以

上、安定的に維持することに努め

る。

また、高度機器利用については前

年度（Ｈ２１年度実績１,１５１件）

を上回るように、開放病床の利用に

ついても、利用拡大を促進する。

近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携強化

による紹介率・逆紹介率の向上

・地域医療連携推進協議会を年４回開催し、５大が

んや生活習慣病関連の連携パスについて、意見交

換を行うなど、連携の強化を図った。

・平成２２年度の紹介率については、以下のとおり

で、今年度の計画をそれぞれ上回った。

○紹介率・逆紹介率の対前年度比較

年 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

紹介率 52.6％ 57.2％ 60.2％

逆紹介率 62.4％ 76.1％ 79.2％

・高度機器利用は、１,４１５件と、前年比109.5％

と順調に推移しているものの、開放病床の利用が伸

び悩んだのが課題として残った。今後開放病床利用

促進のための工夫が必要である。

Ⅲ （１）近隣の医療機関との役割分

担の明確化と連携強化による紹介

率・逆紹介率の向上

項目番号17

近隣の医療機関と連携強化する

ことで、紹介・逆紹介を促進する。

下呂市立金山病院との関係につ

いては、個々の病院ごとの重複投

資を避け、飛騨南部地域全体とし

て効率的・効果的な医療資源及び

人材配分を目指す。

また、引き続き下呂市と協議を

進め、次のとおり役割分担を明確

化する。

ア 岐阜県立下呂温泉病院

高度急性期医療（脳疾患、心疾患）、

二次救急医療及び産科医療

イ 下呂市立金山病院

初期医療、慢性期・回復期医療、

一次救急医療及び療養病床

また、脳血管障害後遺症等での

長期入院患者については、下呂市

立金山病院が受け皿の役目を果た

すなどの連携を確保することで、

地域で完結できる医療体制づくり

に努める。

近隣の医療機関との連携の強化を推進し、地域診

療所（かかりつけ医）と下呂温泉病院の役割分担に

努めた。

21年度 22年度

紹介率 29.2% 33.2%

下呂市立金山病院との関係については、下呂市健康

医療部との連絡を密にすることにより、下呂市の医

療政策に反映させるように努めた。

Ⅲ

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院

H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H22年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項
自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

業務実績、

自己評価の説明、特筆すべき事項

自己

評価

（２）地域連携クリニカルパスの

整備普及

項目番号19

作成されたクリニカルパスの有

効性を検証し、達成率を向上させ

る。また、既に進行中の急性心筋

梗塞、脳卒中、大腿骨頚部骨折等

の連携パスについては、更なる改

善・充実を図る。また、岐阜地域

医師会連携パス機構による連携

パスの院内での普及、活用に努

め、適用率を高める

・連携パス部では、院内への周知、定期的なモニタ

リングを行い、院内外の相談窓口となり連絡調整を

行った。

・地域の医師会、大学病院を中心として、平成 22

年度は下記の通り会合を持ち、各パスのワーキング

への出席時に問題提起し、改善へとつなげた。

・地域連携パスの検討状況（平成２２年度大会開催数）

区分 回数

肺がん（ＧＰ－０１３） ２

胃がん（ＧＰ－０１４，１５） １

肝臓がん（ＧＰ－０１６） ２

大腸がん（ＧＰ０１） ２

乳がん（ＧＰ－０１８） ２

５大がん・その他 ３

・岐阜地域連携クリニカルパスは現在20種類あり、

当病院での平成22年度運用実績は以下のとおりで

ある。

連携パス名 件数

急性心筋梗塞 10

大腿骨頚部骨折 160

脳卒中 72

胃癌ステージ1 5

胃癌ステージ2・3 2

肝がん 2

大腸がん 11

Ⅲ （２）地域連携クリニカルパスの整

備普及

項目番号18

脳卒中、大腿骨頚部骨折連携パス

のさらなる改善、充実を図るととも

に、５大がんの連携パスの作成、普

及に努める。

地域連携クリニカルパスの整備普及等

・がん診療連携拠点病院地域連携強化事業、生活習

慣病医療連携推進事業の県主体２事業を活用し、

８月１日より、がん、生活習慣病のそれぞれにパ

スコーディネーター（社会福祉士）、事務補助員

を各１名配置。がんについては、連携パスの作

成・周知・運用、連携パス検討会の開催、講演会

の開催を、生活習慣病については、連携ネットワ

ークの構築、連携パスの作成・周知・運用、研修

会等の開催による普及啓蒙を実施した。
・５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、
乳がん）全てについて地域連携クリニカルパスを
作成した。

・９月には大腿骨頚部骨折・脳卒中の連携パスにお

いて介護老人保健施設、開業医等の連携先を拡大

した。

○クリニカルパス運用実績（件）

年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 増減率

腿骨頚部骨折 63 79 +25.4%

脳卒中 105 94 △10.5%

5大がん 0 5 皆増

合 計 168 178 +5.9%

・共同指導・連携指導の実績

退院時共同指導実績 ３７件

介護支援連携指導件数１６６件

Ⅲ （２）地域連携クリニカルパスの

整備普及

項目番号18

飛騨地域の中核病院として、他

の医療機関との機能分担と連携を

強化するために、地域連携クリニ

カルパスの整備に取り組む。

「東濃西部脳卒中地域連携パス」の提携機関とし

て施設基準を取得

・地域連携診療計画退院時指導料(Ⅰ)及び(Ⅱ)

H22.4.1取得

地域連携クリニカルパスの整備普及に努めた。

東濃地域との連携パスのため地理的条件があり、

平成２２年度のパスの運用は１件ではあるが、平成

２３年度以降も提携機関として取り組んでいく。
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（３）地域の介護・福祉機関など

退院後の療養に関する各種情報

の提供

項目番号20

地域のかかりつけ医や訪問看護

師、介護支援専門員等との連携及

び協力の体制の充実を図るため、

合同カンファレンスを開催する

など、適宜連絡調整を図る。また、

病診連携部や地域医療部の現状

を分析し、機能強化を図るなど

「病診連携システム」をさらに推

進させる。

・「患者様の生活を支援するために、地域の関連機

関と協力し看護ができるように努めます」を目標に

実践した。

○病診・病病連携の現状及び病診連携システムの取

り組み状況

・開放型病床の利用促進（利用率）

H20：71.4％ → H21：72.6％ → H22：75.3％

・オープン病床クリニカルミーティングの開催

開催日：23年2月24日（木）

参加者：８４名（うち院外：３４名）

・退院調整件数と平均在院日数

件数：H20(863件)→H21(946件)→H22(1142件)

日数：H21(13.0日)→H21(12.8日)→H22（13.2日）

・平成２２年４月から介護支援連携を実施し、近隣

の居宅介護事業者及び地域包括支援センターと連

携を図った。

介護支援連携指導件数： ４７件（Ｈ２１）

○ボランティアの活用状況

平成１３年度から院内においてボランティアに

活動をしていだだいている。

登録：人

項 目 Ｈ２１末 Ｈ２２末

総合受付案内 １３ １３

小児科病棟 ２ ３

生け花 ３ ４

楽器演奏 ４ ８

マジック ０ １

Ⅲ （３）地域の介護・福祉機関など退

院後の療養に関する各種情報

の提供

項目番号19

病棟の退院調整担当看護師を育

成し、地域のケアマネージャー、訪

問看護師との連絡体制を強化する。

また、医師を含めた退院調整合同カ

ンファレンスを定着させる。

地域の介護・福祉機関など退院後の療養に関する
各種情報の提供

・各病棟に退院調整担当看護師を設置し、患者の退

院前に医師や地域のケアマネージャーを交えた合

同カンファレンスを積極的に開催した（15回/月

程度）。

・退院後ケアとして、ＮＰＯ法人と連携して、介護

支援や身元保証の分野で支援活動を実施した。

Ⅲ （３）地域の介護・福祉機関との

連携の強化

項目番号19

地域の介護・福祉機関との連携

を強化し、介護・福祉機関への患

者情報の積極的な提供や、退院時

カンファレンスの取り組みの強化

等により、医療から介護・福祉へ

と切れ目のないサービスの提供に

努める。

退院時カンファレンスは

【２１年度】６０件 に対し、

【２２年度】７７件

と実施件数が増加、地域担当者（ケアマネージャー）

との密な連携が図られており、その結果として、８

６%が在宅退院している。

※下呂市のケアマネージャー事業所

・社会福祉協議会（５地区）

・一般の介護事業所（３事業所）

・地域支援包括室（本庁：萩原町）

病棟においても積極的に退院時カンファレンスを開

催し、病棟看護師の退院支援に対する意識が向上し

た。

患者情報の共有を図るため、退院後に何らかのサー

ビスの必要が生じると考えられる患者に関して、地

域包括支援室への看護情報の提供を行い、継続が必

要とされた患者は病棟看護師と外来看護師間で患者

情報を共有して、外来への継続に繋げ、切れ目のな

いサービスの提供に努めた。
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（１）救命救急センター（救命救

急医療）

項目番号21

岐阜地区の中核病院の救命救

急センターとして、特殊な症例を

含めすべての救命救急疾患（精神

科疾患を除く）に対し全診療科が

対応し、二次救急患者を２４時間

体制で受け入れ、安心して受診で

きる体制を確保し、更なる救命救

急センターへの機能の強化と充

実を図り、「断らない医療」を目

指す。

救命救急センター運営マニュ

アルを改訂し、診療体制、外来初

療、院内感染防止対策等を盛り込

む。

・岐阜地区の中核病院の救命救急センターとして精神科疾

患を除く全ての救急疾患を対象に、24時間体制で対応して

いる。また、平成２２年６月からは、地域の医療機関との

連携による体制をとっている。とくに二次、三次の重症症

例及び、複数診療科に係る重症症例を受け入れ救急医療の

完結を目指している。臨床検査、放射線検査を常時可能と

し、救急関係診療科は 24 時間呼び出し体制を採り、緊急

手術も常時行い得る体制を採っている。各種の高度診断用

機器、治療用機器を導入し、高度な医療が提供できるよう

に努めている。日本救急医学会認定医指定施設、基幹災害

医療センター、臓器提供指定施設に指定されている。

・外来担当医は内科系、外科系、小児科系各々１名で 24

時間体制で対応している。また、夜間（17:15～翌8:30）・

休日は地域の医療機関と連携し、外科及び内科の医師の派

遣を受けるとともに研修医３名が診療に参加している。入

院診療は各診療科部長の責任下の主治医制である。

麻酔科医、産婦人科医、内科系および外科系の専門診療

科医：オンコール体制により常時専門的診療および手術に

対応できる体制を採っている。手術室看護師も当直看護師

２名に加えオンコール体制をとっている。

・病床利用状況

年度 Ｈ２１ Ｈ２２

延患者数 ８，１４５ ８、４８３

病床利用率 ７４．４％ ７７．５％

・救急車受入台数

区分 Ｈ２１ Ｈ２２

救急車受入件数 ４，３２８ ４，８８８

同 一日平均台数 １１．９ １３．４

・外来患者（診療科別：上位のみ）

診療科・年 Ｈ２１ Ｈ２２

小児科 ８，７７４ ８，７６３

消化器内科 ３，０６０ ３，１６９

整形外科 ２，３６５ ２，５３７

外科 ２，１１７ ２，２８３

総合内科 ４，２９２ ２，０６５

神経内科 ８２６ １，５４９

脳外科 １，３２６ １，３７４

その他 ５，９０８ ７，２３５

計 ２８，６６８ ２８，９７５

・マニュアル改訂月日

平成２２年４月に、独立行政法人化に伴う諸般の

変更及び連絡体制等を見直し改訂を行った。

Ⅲ （１）救命救急医療

項目番号20

救命救急センターと各診療科の

緊密な連携により現在も行ってい

る２４時間を通しての救急受け入

れ体制の維持及びさらなる充実に

努める。

また、ドクターカーなどを活用して

先進的な地域救急システムの構築

に取り組む。

救命救急医療

・平成２０年９月から運用開始しているドクターカ

ーのさらなる機動性向上のため、位置情報即時表

示システムを導入し、平成２２年７月２１日より

運用を開始した。従来は、救急車両による誘導が

必要だったが、各消防本部から無線で直接指示で

きるため、現場到着までの時間を短縮することが

可能となった。

○ﾄﾞｸﾀｰｶｰ稼働実績

年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 増減率

出動件数 422件 477件 ＋13.0%

○平成22年度救命救急医療受入実績（延患者数及び病床利用率）

年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 増減率
項目 延患者数 病床利用率 延患者数 病床利用率 延患者数 病床利用率

ＩＣＵ 1,776 60.7% 1,650 56.5% △7.1% △4.2%

ＣＣＵ 729 66.4% 788 72.0% ＋8.1% ＋5.6%

ＨＣＵ 2,243 68.1% 2,421 73.7% ＋7.9% ＋5.6%

合計 4,748 64.9% 4,859 66.6% ＋2.3% ＋1.7%

Ⅳ （１）へき地医療の拠点的機能の

充実

項目番号20

広大な診療面積と飛騨川水系に

沿った細く長い距離を有するとい

う特徴のため、病院という施設医

療のみでは住民の健康を守ること

はできないため、東西医学ヘルス

ドック部を総合健診センター部に

改編し、検診医療の機能充実を図

るとともに、さらに診療所との連

携強化を図ることで、予防医学、

連携医療を構築し、「生活の場の医

療」の完成を目指す。

Ｈ２２年４月より

「東西医学ヘルスドック」を

「総合健診センター部」に変更

併せて健診システムを新システムに移行（Ｈ２２年

４月本稼働）し、健診医療の柔軟な運用が可能とな

った。

また、「下呂市がん検診」の受入れを開始し、地域県

民の健診医療の充実を図った。

（「下呂市がん検診」の実施状況は項目 NO.33 に記

載）
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（２）心臓血管センター（心臓血

管疾患医療）

項目番号22

心筋梗塞をはじめとする虚血性

心疾患、慢性心不全、弁膜症等心

臓血管系の疾患患者に対し、内科

系の循環器内科と外科系の心臓

血管外科が連携して治療するチ

ーム医療を推進し、専用フロアに

て、カテーテル治療、外科的治療

など患者にとって最適な治療を

提供する。

・心臓血管センターは内科系の循環器内科と外科系

の心臓血管外科が共同で心臓血管系の疾患を治療

する部門で県内でも始めての施設である。

・年間の手術件数（平成1９年から平成２１年の平

均）は、１８５例で、心臓外科領域では、冠動脈バ

イパス術などの虚血性心疾患が３９例と多く、人工

弁置換術、弁形成術などの弁膜症が２８例、その他

の心臓手術２１例である。血管外科領域では、大動

脈瘤手術などの大血管が４２例、閉塞性動脈硬化症

などの末梢血管が３４例、下肢静脈瘤が２０例など

である。

・手術・検査数（年度）

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

心カテ ２，２１７ ２，３１７

ＰＩ ４３８ ４８３

・循環器系（年度）

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

Ａｂｌａｔ

９８ ８２

（ＡＦ２０）

ＰＭＩ ６０ ９２

ＩＣＤ １７ ２４

ＣＲＴ ６ ９

・心臓呼吸器外科系

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

ＥＶＡＲ １５

ＴＥＶＡＲ １

・人工心臓適応Ｐｔ発生数１例

Ⅲ （２）心臓血管疾患医療

項目番号21

循環器内科、心臓血管外科および

救命救急センターが連携し、専門的

医療を提供する体制を整えるため、

循環器内科と心臓血管外科を同一

の病棟に配置し、より緊密な連携を

行う。

さらに病病連携など地域医療機

関との関係をいっそう深める。

心臓血管疾患医療

・中西病棟開設と同時に旧病棟では、別々に配置さ

れていた循環器内科、心臓血管外科を中７階に配

置した。内科部門と外科部門の緊密な連携が可能

となった。

○心臓血管手術症例数

年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 増減率

虚血性心疾患 18 34 +88.9%

弁膜症 15 34 +126.7%

大動脈 15 21 40.0%

その他 5 17 +240.0%

合 計 53 106 +100.0%

○手術・検査件数

年 Ｈ２１ Ｈ２２ 増減率

心カテ 607 944 ＋55.5%

ＰＣＩ※ 302 379 ＋25.4%

※PCI：冠動脈形成術

○循環器系

年 Ｈ２１ Ｈ２２ 増減率

ｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 24 25 ＋4.2%

PMI※ 51 43 △15.7%

ICD※ 5 11 +12.0%

※PMI：ペースメーカー埋込

ICD：植え込み型除細動器

Ⅳ （２）急性期医療の機能強化

項目番号21

高度・先進医療、急性期医療及

び政策医療といった、他の医療機

関においては実施が困難ではある

が、県民が必要とする医療を提供

するとともに、岐阜県総合医療セ

ンター及び岐阜大学医学部附属病

院等との間で連携を強化し、高

度・先進医療を推進する。

急性期医療の強化として、岐阜大学附属病院高次

救命救急センターから医師の派遣を受け、地域県民

が必要とする急性期医療の確保に寄与した。

◆招へい状況

・毎週水曜日（営業時間内）の救急外来

・年延べ７２人

◆救急患者受診者数

平成21年度 平成22年度

4,929 人 4,775 人

◆救急者搬送患者数

平成21年度 平成22年度

1,129 人 1,181 人

Ⅲ

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果
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（３）母とこども医療センター

（周産期医療とこども医療）

項目番号23

総合周産期母子医療センター

（総合周産期部）、新生児医療セ

ンター（新生児内科）、小児総合

医療センター（小児科、小児外科、

小児心臓外科、小児脳神経外科

等）の３つのセンターを基幹とす

るよう再編し、センターの枠を超

えた母とこどもの総合的な高度

医療を提供する。新生児医療セン

ターでは専用のドクターカー（す

こやか号）により、他病院・医院

で出産した未熟児をはじめとす

る新生児疾患患者を医師同乗で

搬送・入院することで、後遺症な

き発育を目指す。また、各センタ

ーの充実を図ることで、より高度

なチーム医療を目指す。

・４階のフロアー全体と３階及び５階のフロアーの一部で

構成され、新生児センター機能とハイリスクの妊産婦等の

医療機能などを統合し、産科と小児科の枠を超えた高度医

療を提供している。合併症妊娠や異常妊娠、多胎妊娠、産

褥異常、胎児異常等の患者の診療を行っている。

・当院は、新生児センターと隣接しており、また中央手術

部にも１Ｗａｙで搬送できるので、いかなる周産期異常に

対しても最良の体制で対処している。

・総合周産期母子医療センターには、当院に受診されてい

る妊婦だけではなく、県内や県外からの医療機関から、救

急車による緊急母胎搬送などで紹介されてくるハイリス

ク妊婦を２４時間態勢で、可能な限り受け入れ、産科と新

生児科が連携をとりながら総合的なチーム医療を行って

いる。

・当医院で分娩される妊婦の８０．１％は他病院からの紹

介である。産科合併妊婦の６１％が早産である。これらの

ほとんどが、母体救急搬送されてきた妊婦である。

・母体搬送の受け入れ要請に対し、受入ができない事例が

あり、ネットワークシステムを活用し他の３次医療施設へ

の受け入れをしていただいた。

・総合医療センター全体では、平成２２年４月現在４１名

の助産師が在籍し、助産師育成には毎年力を入れており、

周産期の病棟では、ほとんど全ての看護師が助産師資格を

有している。

・当医院でのネットワーク調整件数

調整理由・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

産科病床満室 ０ １

産科医師手術・処置 ３ １

ＮＩＣＵ満床 ９ ５

平成２２年度は、長良医療センター６件、岐阜大学病院

１件

・母体搬送の受け入れ件数
区分・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

母体搬送 １５４ １１１ １２２

救急搬送 １３ １５ １６

・産科合併妊婦

項目・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

早産 １４１ １４６ １２９

ＰＨ ３６ ２８ ３５
常位胎盤・早期剥離 ５ １１ ７

胎盤位置異常 ２７ ３０ １７

羊水の異常 ０ １ ０

血液型不適 ４ １ １

胎児異常 １２ ７ ８

ＩＵＧＲ ６ ６ １６

・産科偶発合併妊婦

項目・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

婦人科系疾患 ２０ １６ ２２

心・血管疾患 ３ ２ ６

血液疾患 １ ６ ０

腎疾患 ４ ６ ２
糖尿病・妊娠性糖尿病 ８ ４ ６

甲状腺疾患 ２ ２ １１
自己免疫・膠原病 ２ ２ ０

呼吸器疾患 ０ ０ ３

消化器疾患 ０ ３ ２

Ⅲ （３）母子周産期医療

項目番号22

地域周産期母子医療センターと

して二次診療の２４時間を通して

の受け入れ体制を維持するため、医

師、助産師等のスタッフの増員を目

指す。また、新病棟開設による充実

した施設を十分に活用する。

母子周産期医療

・地域周産期母子医療センターとして二次診療の

２４時間を通しての受け入れ体制を維持するた

め、医師、助産師等のスタッフの待遇改善の一環

として、国の補助事業（産科医等確保支援事業）

を活用し、分べんに従事した職員に対して支給す

る特別手当「分娩手当」を新設し、実際に支給を

行った。

○周産期母子医療センターのH22年度の主な実績

年度 Ｈ２１ Ｈ２２

分娩件数 463件 435件

年 間

入 院

者数

NICU 216名 214名

GCU 362名 389名

産科 557名 632名

母胎搬送件数 71件 56件

新生児搬送件数 39件 54件

・積極的な募集活動の結果、助産師１名を新たに採

用した。

・新病棟には、新たに医師仮眠室、シャワー室が設

置され当直医師の労働環境が向上した。また新生

児集中治療室（ＮＩＣＵ）とのアクセスが向上し

たことにより、効率的な診療が行える体制が整っ

た。

Ⅲ
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精神・神経系 ４ ０ ５

運動機能系 ３ ０ ０

・ハイリスク妊婦・分娩等（対象者）

区分・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

総合周産期加算 ２０１ ２６２

ハイリスク妊娠 ６４ ４７

ハイリスク分娩 ４０ １７

救急加算 １２０ １２２

・新生児センター運営状況

総入院数は昨年よりも増加している。低出生体重児の救

命できる週数が年々低下し、現在は在胎週数２２週台の救

命も可能となっている。周産期センターの整備に伴い、在

胎２７週以前の母体搬送が増加し、１，５００ｇ以下の極

低出生体重児の入院が増加している。

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

院内出生 １７４ １９７

院外出生 １２８ １３５

母体搬送 ８０ ８１

超低出生体重児 ２７ １２

極低出生体重児 ２７ ３３

・新生児手術状況

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

小児心臓外科 ４ ６

小児脳神経外科 １６ ５

小児外科 ６ １３

耳鼻科（気管切開） １ １

・助産師外来・保健指導実績（平成２１年４月より開始）

項目・年度 保健指導 助産師外来 母乳相談

Ｈ２１ ２２９ ５ ２９

Ｈ２２ ８６７ ２ １２９

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果
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（４）がん医療センター（がん医

療）

項目番号24

地域がん診療連携拠点病院と

して、地域のがん医療水準の均て

ん化に努め、地域の医療機関と密

接な連携をとり、がん患者に対し

引き続きより質の高い医療を提

供する体制（①放射線治療、化学

療法治療にかかるがん診療体制、

②緩和ケア体制、③がん相談体

制）の充実に努めるとともに、が

んに対し、早期発見、早期治療な

ど根治治療を実施する。がん末期

患者に対しては医師、薬剤師、看

護師などからなる緩和ケアチー

ムが、がんによる痛みや不安など

の苦痛をできる限り少なくし、患

者と家族がよりよい生活を送る

ことができるよう支援する。ま

た、がん患者と家族の療養上の不

安や悩みに対応するために、「が

ん相談支援センター」の機能の充

実を図る。

・がん医療センターは院内におけるがん医療に関する部門

をまとめたものであり、（「緩和ケアチーム、がん相談支援

センター、ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ外来、緩和ケア外来、化学療法室、

キャンサーボード、がん登録室、地域連携がん部門・各診

療部」により構成し）がん診療連携拠点病院に関する事業

を実施し機能の充実を図った。

・院内研修会の実施

開催月 対象 内容 参加者
(上院内／下院外)

７月 医師 医師の緩和ケア研

修会

１６

１６

７～

１２月
看護師 緩和ケアコース全

６回

１５

２

１１月 全職員 緩和ケア（呼吸困

難）

９１

２０

２月 看護師 痛みアセスメント

と麻薬の取り扱い

２８

３月 全職員 事例検討会 ７０

１１

・また、奇数月の第２水曜日はがんカンファレンスを院

内・外の医師とともに行っており、がん事例の検討が行わ

れている。［年間参加者数４２３人うち院外１６６人（約

４０％）］

[がん関連認定看護師] がん性疼痛看護１名、がん化学療

法看護１名、ＷＯＣ３名、摂食嚥下障害看護１名

・緩和ケアチームの体制

医師（６名）、歯科医師（１名）、看護師（５名）、薬剤師

（１名）、臨床心理（２名）、栄養士（１名）、リハビリ（１

名）

平成２２年度緩和チーム依頼者数は１９７人であった。

・治療の実績

年度・区分 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

外科的治療 1,003 1,173 1,269

がん化学療法 2,655 3,079 3,308

薬物療法治療
(上入院／下外来)

921 919 166

207

放射線治療 384 419 421

・がん患者数

年度・区分 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

入院 1,795 2,426 2,409

外来 38,331 49,997 54,574
院内死亡がん患者 104 141 147

・がん相談支援センターは、「相談室」「ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ」「退

院調整室」の３つの部署のがん相談をまとめている。

・がん相談支援センターの活動実績

20年度 707

21年度 951

22年度 1,130

・相談内容は、在宅医療、介護・看護、ホスピス・

Ⅲ （４）がん診療拠点

項目番号23

地域がん診療拠点病院として地

域の医療従事者

に対する研修、院内キャンサーボー

ド等の質的、量的充実を目指す。

（４）がん診療拠点

・地域の医師を対象とした緩和ケア研修会を１０

月２日・３日に企画開催した（参加人数２２名）。

・新たに５大がんの地域連携パスを運用するにあた

り、近隣の協力病院に対し、説明会を１２月１５

日に開催した。

・地域がん連携拠点病院として地域の医療ニーズに

応えるため、老朽化している放射線治療器に加

え、新たに１台追加で購入することを決定した。

平成２４年秋の運用開始を目指し、まずは、機器

本体を格納する治療棟の設計管理委託契約を行っ

た。

・院内キャンサーボードを年３回開催した。（７／

２６、１１／１、３／４）

・がん相談に関しては、２２年度は電話相談２９

件、面接相談１１７件の相談を受け付けた。

○平成２２年度（入院）がん患者等の状況

項 目 人数若しくは件数

患者数 981

手術件数 1,135

化学療法件数 489

放射線療法件数 72

Ⅲ
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緩和ケア、転院、セカンドオピニオン、治療の順で

多い。

・また、２３年１月からは、がん患者サロンを「ほ

っとサロン」と命名し、毎月１回開催した。

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果

（５）女性医療センター

項目番号25

女性が診療、治療を受けやすい

女性専用病棟での治療を実施し、

婦人科疾患、乳腺疾患等さまざま

な女性特有の病気を持つ患者が

安心して治療を受けられるよう

プライバシーの保護と安らぎづ

くりに努める。また、女性特有の

心理的また社会的側面に配慮し

た性差医療を実践する。

・診療体制は、院内各診療科常勤女性医師 １１名（総合

内科、外科、産婦人科、耳鼻咽喉科、皮膚科など）がサポ

ート（必要に応じ、院内女性心理療法士による心理カウン

セリングも可能）している。

・当センターでは、当院の８階東病棟は「女性病棟」とし

て、婦人科、乳腺外科、外科、消化器内科の女性入院患者

の治療に取り組んだ。

女性特有の病気を持つ患者が安心して治療を受けられ

るようプライバシーの保護や安らぎ作りに努めた。

特にソフト面での気配りとして、カーテンの色、病棟の

色彩、談話室の雑誌、病棟に流れる音楽等に女性的なもの

を導入した。

・実績

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

産婦人科 596 605

外科 385 378

消化器科 214 193

・婦人科疾患

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２

卵巣癌 129 68

卵巣腫瘍 70 72

子宮癌（体・内膜） 95 75

子宮筋腫 59 66

子宮頚がん 69 95

乳がん 149 139

・女性外来患者数

平成21年度 1,289人

平成22年度 1,189人

Ⅲ （５）精神科医療・感染症医療

項目番号24

急性期総合病院に併設した特徴

を生かし、救急患者や他の医療機関

で対応の困難な患者の治療を行え

る体制の充実を図る。

精神科病棟の開設に向けての努

力を引き続き行う。

（５）精神科医療・感染症医療

・感染症病床（６床）を設置し、対象患者の受け入

れ体制を整えた。

・近隣の精神科病院からの急性疾患患者を受け入れ、

治療を行った。

・精神科病棟の再開に向け、精神科医師を各種広

報媒体を活用し、募集を行った。（開設には、精

神科医が５名程度必要）

Ⅲ

◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント
検証
結果 ◎特筆すべき点・進捗状況評価に 関する意見・その他コメント

検証
結果
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（６）緩和ケア

項目番号25

平成２２年５月から地域唯一の

緩和ケア病棟を開設し。地域緩和ケ

アの中核を担う。開設のために研修

を重ねてきた緩和ケア認定看護師、

がん疼痛認定看護師を中心とした

スタッフを配置する。

（６）緩和ケア

・緩和ケア外来を５月１１日（火）から、緩和ケ

ア病棟を６月１日（火）から開設。開設にあた

り緩和ケア認定看護師１名、がん疼痛看護認定

看護師１名を配置した。担当の医師が１名であ

たり、全２０床中１０床程度で開始した。

平成２２年度入院患者数：２，３３２名

外来患者数： ７２名

Ⅳ

Ⅳ
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